
栄町（五） 

栄町（四） 

都道都道169169号 

栄町（三） 

栄町（二） 

栄町（一） 

新町（五） 

新町（四） 
新町（三） 

新町（一） 

大坂上（一） 

神明（三） 
神明（四） 

神明（一） 

神明（三） 多摩平（七） 多摩平（六） 多摩平（五） 都
道
都
道
2
3
5

2
3
5
号
 

多摩平（三） 

旭が丘（二） 

旭が丘（三）（三） 旭が丘（一） 

東平山（三） 

東平山（二） 

旭が丘（四） 

旭が丘（五）（五） 

旭が丘（六） 
都道155号 

西平山（五） 

西平山（四） 

西平山（三） 

西平山（二） 

西平山（一） 

多摩平（一） 

多摩平（二） 

多摩平（四） 

東豊田（三） 

東豊田（二） 

東豊田（一） 

豊田（四） 

豊田（一） 

豊田（三） 

豊田（二） 

南平 
（七） 

南平（六） 

南平（八） 

南平（九） 

程久保（六） 

程久保（七） 
程久保（八） 

程久保（三） 

程久保（二） 

程久保（一） 

三沢（三） 
三沢（四） 

三沢（一） 

三沢（二） 

主要地方道

主要地方道4141号 

京王線京王線 

百草 

三沢 
高幡 

高幡 

程久保 

南平 

南平（一） 

南平（二） 

南平（三） 

南平（四） 
南平（五） 

程久保 

程久保（四） 

程久保（五） 

平山（一） 

平山（二） 

平山（六） 

平山（五） 

平山（四） 
東平山（一） 

平山（三） 

富士町 

さくら町 

コニカ㈱ 

東芝㈱ 

帝人㈱帝人㈱ 

大坂上（四） 

大坂上（二） 

新町（二） 
日野台（一） 

日野台（三） 

国道国道
2020号

（甲
州街
道）

号（
甲州
街道
） 

大坂上（三） 

日野本町（四） 

日野本町（五） 

日野本町（六） 

日野本町（七） 
日野本町 

（三） 
日野本町（二） 

日野 
本町（一） 

大字日野 

大字石田 

都
道
都
道
154
154号

 

大字新井 

落川 

落川 

百草 

万願寺（四） 

万願寺（五） 

万願寺（三） 

万願寺（六） 

中央自動車道 

主
要
地
方
道

主
要
地
方
道
4
1
4
1
号
 

多摩都市モノレール

多摩都市モノレール 

日
野
台

日
野
台
（四）
 

日
野
台

日
野
台
（一）
 

日
野
台

日
野
台
（五）
 

日野自動車㈱ 

富士電機㈱ 

東
豊
田

東
豊
田
（四）
 

大
字
東
豊

大
字
東
豊
 

大字川辺堀之内 

都道1
59159
号 

中
央
本
線

中
央
本
線 

都
道
都
道
15
4

15
4号
 

都
道
都
道
17
3

17
3号
 

多摩
動

物
公
園
線

石田（一） 

万願寺（一） 

万願寺（二） 

石田（二） 

栄町（五） 

栄町（四） 

都道169号 

栄町（三） 

栄町（二） 

栄町（一） 

新町（五） 

新町（四） 
新町（三） 

新町（一） 

大坂上（一） 

神明（三） 
神明（四） 

神明（一） 

神明（三） 多摩平（七） 多摩平（六） 多摩平（五） 都
道
2
3
5
号
 

多摩平（三） 

旭が丘（二） 

旭が丘（三） 旭が丘（一） 

東平山（三） 

東平山（二） 

旭が丘（四） 

旭が丘（五） 

旭が丘（六） 
都道155号 

西平山（五） 

西平山（四） 

西平山（三） 

西平山（二） 

西平山（一） 

多摩平（一） 

多摩平（二） 

多摩平（四） 

東豊田（三） 

東豊田（二） 

東豊田（一） 

豊田（四） 

豊田（一） 

豊田（三） 

豊田（二） 

南平 
（七） 

南平（六） 

南平（八） 

南平（九） 

程久保（六） 

程久保（七） 
程久保（八） 

程久保（三） 

程久保（二） 

程久保（一） 

三沢（三） 
三沢（四） 

三沢（一） 

三沢（二） 

主要地方道41号 

京王線 

百草 

三沢 
高幡 

高幡 

程久保 

南平 

南平（一） 

南平（二） 

南平（三） 

南平（四） 
南平（五） 

程久保 

程久保（四） 

程久保（五） 

平山（一） 

平山（二） 

平山（六） 

平山（五） 

平山（四） 
東平山（一） 

平山（三） 

富士町 

さくら町 

コニカ㈱ 

東芝㈱ 

帝人㈱ 

大坂上（四） 

大坂上（二） 

新町（二） 
日野台（一） 

日野台（三） 

国道
20号

（甲
州街
道）
 

大坂上（三） 

日野本町（四） 

日野本町（五） 

日野本町（六） 

日野本町（七） 
日野本町 

（三） 
日野本町（二） 

日野 
本町（一） 

大字日野 

大字石田 

都
道
154号

 

石田（一） 

万願寺（一） 

万願寺（二） 

石田（二） 

大字新井 

落川 

落川 

百草 

万願寺（四） 

万願寺（五） 

万願寺（三） 

万願寺（六） 

中央自動車道 

主
要
地
方
道
4
1
号
 

多摩都市モノレール 

日
野
台
（四）
 

日
野
台
（一）
 

日
野
台
（五）
 

日野自動車㈱ 

富士電機㈱ 

東
豊
田
（四）
 

大
字
東
豊
 

大字川辺堀之内 

都道1
59号

 

中
央
本
線 

都
道
15
4号
 

都
道
17
3号
 

多摩
動

物
公
園
線

日野本町 

日
野
台
一
丁
目 

神
明
野
鳥
の
森 

公
園 

旭が丘小学校 

西平山五丁目 
豊田住宅入口 

日野駅 

仲井北 

一番橋 

吹上 

石川町東 

石川町 

日野台五丁目 

日野台 

多摩平第一公園 
市立病院入口 

第二中学校 

交番前 

豊田駅北口 

⑤番のりば（ドラッ 
グストア前）に変更 
しました 

神明一丁目 

実践女子短大 

新選組のふるさと 
歴史館前 

日野一小入口 
日野万地区センター 

下田 

日野万地区 
センター 

中央道 
バス停下 

日野高校 

三沢 京王変電所 
金田 

落川 

百草園駅北 

百草台公園 

百草園住宅東 

南百草 

北和田 

和田 

宝蔵橋 

一の宮ストア 

多摩第二小学校 

三沢台 

高幡不動駅 

百草園駅 

南平 

鹿
島
台 

鹿島台上 

北
野
街
道
口 

消
防
署
前 

緑ヶ丘 

泉
塚 

多
摩
平
七
丁
目 

南
平
二
丁
目 

み
な
み
が
丘 

み
な
み
が
丘
上 

日
野
台
二
丁
目 

日
野
第
三
小
学
校 

万願寺 

三沢台下 

南
平
一
丁
目 

南
平
台 

三沢台小学校 

倉沢 

並木橋 

百草園住宅 

桜ヶ丘車庫 

一の宮 

桜ヶ丘診療所 

南新井 

高
幡
北 

東豊田 

多摩平三丁目 
市営長山団地西 

日野平山台住宅 

旭が丘六丁目西 

旭が丘六丁目 
首都大学東京前 

旭が丘 

豊
田
三
丁
目 

平
山
六
丁
目 

平
山
三
丁
目 

平
山
東
公
園 

第
二
幼
稚
園
入
口 

平山三丁目東 
むじな谷戸公園 

七曲り公園 た
ち
ば
な 

公
園 

奥
山
橋 

平山二丁目 
平山一丁目 

平山城址公園入口 
平山台小学校 

東平山三丁目 

西平山 
三丁目北 
西平山 
三丁目南 

滝合小学校入口 

滝合橋西 

ひらやま保育園 

平山城址公園駅 

七生中学校 

一番橋通り 

生活・保健センター前 

聖蹟桜ヶ丘駅 

日野市役所 

豊田住宅 

西平山第二公園 

旭が丘西公園 
旭が丘五丁目 

ね
ん
も
公
園
北 

第
八
小
学
校
西 

み
さ
わ
保
育
園
北 

落
川
通
り
西 

金
田
公
園 

日野市立病院 

平山武蔵台 
児童遊園 

都
営
平
山 

四
丁
目
ア
パ
ー
ト 

首都大学東京入口
右折レーンを設置します。

高倉町西
交差点の形状を変更します。

泉塚
右折レーンを設置します。

多摩平五丁目
右折レーンを設置します。

日野市立病院
右折ポケットを設置します。

さくら町
右折ポケットを設置します。

多摩平七丁目
右折ポケットを設置します。

右折ポケットとは？
右折用の車線が確保で
きない場合に待機スペ
ースを設置するもの。

右折ポケット右折レーン

日
野
市
子
ど
も
権
利
条
例

日
野
市
子
ど
も 
権  
利  
条  
例 （（
素
案
）

 
素  
案 
）

け
ん 

り 

じ
ょ
う 

れ
い 

そ 

あ
ん

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
ををををををををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

ご
意
見
を
お 
聴 
か
せ
く
だ
さ
い

き

市 内 路 線
南 平 路 線
日野台路線
三沢台路線

旭が丘循環路線
落 川 路 線
平山循環路線

　

日
野
市
ミ
ニ
バ
ス
は
交
通
不
便
地

域
の
解
消
を
目
的
と
し
て
昭
和　

年
６１

に
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
７
路
線
に
拡
大
し
、
市
民
の
足
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で

は
、
現
在
運
行
し
て
い
る
路
線
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
路
線
の
詳
し
い
案
内
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
役
所
１
階
市
民
相
談
窓
口
、

３
階
都
市
計
画
課
、
七
生
支
所
で
配

布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
＝
都
市
計
画
課

　

バ
ス
停
は
近
隣
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
設
置

し
て
い
ま
す
。
バ
ス
停
付
近
に

ご
み
な
ど
を
捨
て
ず
、
持
ち
帰

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
停
付
近
は
禁

煙
で
す
。
喫
煙
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ミ
ニ
バ
ス

で
す
。
バ
ス
停
周
辺
の
美
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ミ
ニ
バ
ス
運
行
の
ご
案
内

ミ
ニ
バ
ス
運
行
の
ご
案
内

●�

○
市
内
路
線
＝
桜
ヶ
丘
車
庫
〜
平
山
城
址
公
園

駅
、　

分
間
隔
で
１
日
８
・
５
往
復

８０

○
南
平
路
線
＝
①
高
幡
不
動
駅
〜
日
野
駅
、
約

　

分
間
隔
で
１
日
９
・
５
往
復
②
高
幡
不
動

８０駅
〜
豊
田
駅
北
口
、
約　

分
間
隔
で
１
日
９

８０

往
復
③
高
幡
不
動
駅
〜
北
野
街
道
口
、　

〜
２０

　

分
間
隔
で
朝
（
７
〜
９
時
）
７
便
・
夕

４０（　

〜　

時
）　

便

１５

２０

１１

○
日
野
台
路
線
＝
日
野
駅
〜
豊
田
駅
北
口
、　
２０

〜　

分
間
隔
で
１
日　

・
５
往
復
※
９
月
１

４０

３０

日
ダ
イ
ヤ
改
正
（
増
便
）
予
定
。
詳
細
は
広

報
９
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
三
沢
台
路
線
＝
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
〜
高
幡
不
動

駅
、　

分
間
隔
で
１
日　

・
５
往
復

４０

１９

○
旭
が
丘
循
環
路
線
＝
日
野
駅
〜
旭
が
丘
循

環
、　

分
間
隔
で
１
日
９
便

８０

○
落
川
路
線
＝
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
〜
高
幡
不
動

駅
、　

分
間
隔
で
１
日　

往
復

６０

１１

○
平
山
循
環
路
線
＝
日
野
市
役
所
〜
平
山
循

環
、
約　

分
間
隔
で
１
日
７
便

１２０

　

市
で
は
、
公
募
市
民
、
観
光
関
連

団
体
・
事
業
者
、
交
通
事
業
者
、
学

識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
策
定
委
員
会

で
の
検
討
作
業
と
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
も
と
に
、「
日
野
市

観
光
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

■
基
本
理
念
「
も
う
一
度
訪
れ
た
く

な
る
ま
ち　

日
野
」

　
�
日
野
ら
し
さ
�
を
伝
え
、
日
野
の

観
光
資
源
を
生
か
し
、
将
来
に
わ
た

っ
て
提
供
・
享
受
で
き
る
よ
う
な
観

光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
一
度
来
た

人
が
も
う
一
度
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

■
計
画
の
概
要
（
図
１
）

　

市
の
観
光
振
興
の
基
本
方
針
を
５

つ
の
視
点
で
構
成
し
、
計
画
的
に
諸

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
重
点
施
策
（
図
２
）
か

ら
優
先
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
計
画
を
見
る
に
は

　

基
本
計
画
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
今
後
の
予
定

　

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
ご
と

に
具
体
的
な
地
区
別
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
高
幡
地
区
」
で
、
高

幡
不
動
尊
と
の
つ
な
が
り
を
中
心

に
、
魅
力
あ
る
参
道
作
り
に
よ
る
商

業
の
活
性
化
、
既
存
の
観
光
施
設
で

の
統
一
し
た
観
光
客
誘
致
や
、
新
し

い
観
光
資
源
の
発
掘
、
観
光
施
設
と

の
つ
な
が
り
の
強
化
、
利
用
形
態
に

合
わ
せ
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
な

ど
、
具
体
的
な
地
区
計
画
「（
仮
称
）

日
野
市
観
光
基
本
計
画
高
幡
地
区
実

施
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
の
策
定
の
た
め

に
、
地
元
の
商
店
会
、
市
や
観
光
関

連
団
体
、
公
募
市
民
な
ど
で
構
成
す

る
「（
仮
称
）
日
野
市
観
光
基
本
計
画

高
幡
地
区
実
施
計
画
策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
す
。

■
市
民
委
員
募
集

　
「（
仮
称
）
日
野
市
観
光
基
本
計
画

高
幡
地
区
実
施
計
画
策
定
委
員
会
」

の
設
置
に
伴
い
、
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
＝
若
干
人
※
応
募
多
数

の
場
合
は
書
類
選
考
で
９
月
末
日
ま

で
に
決
定

▽
応
募
方
法
＝
９
月　

日
�（
必
着
）

１５

ま
で
に
郵
送
で
。
作
文
「
高
幡
地
区

の
観
光
に
つ
い
て
の
考
え
や
提
案
」

（
１
千　

字
以
内
）、
住
所
、
氏
名
、

６００

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
、
〒　

―
８
６
８
６
日
野
市
役

１９１

所
産
業
振
興
課
へ

▽
問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

①新選組のまちを歩く（日野宿を
中心とした観光まちづくり）
②魅力ある参道作りによる観光拠
点化と周辺の観光施設との連携
による相乗効果（高幡地区の観
光まちづくり）
③地元企業との協働による産業観
光の推進（豊田駅周辺の観光ま
ちづくり）
④個性ある駅前景観づくりと駅周
辺の回遊性（平山城址公園駅周
辺の観光まちづくり）
⑤ホスピタリティの向上（リピー
ターを増やす観光まちづくり）

【重点施策】

【
基
本
理
念
】
も
う
一
度
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
　
日
野 

基本方針 

みんなで歩ける観光まちづくり 
（品格あるまち・着かざって歩きたくなるまち） 

地元産業と協働する観光まちづくり 

歴史と自然を生かした観光まちづくり 

歴史観光資源の活用 

自然観光資源の保全による持続的活用 

テーマ性のある観光ルートの創出 

イベントを生かした観光ルートの創出 

すべての観光客にやさしいまちづくり 

土・自然とふれあえる観光農業 

市内で生産出来る特産品の創出 

地場産業の市場創出 

「地産地消」による経済的効果創出 

地元企業との連携 

おもてなしの心を持つような意識の向上 

市民ボランティア・ガイドの育成 

住民・市民団体・企業、行政の協力 

役割分担と連携 

ＩＣＴを活用した情報発信 
人・物・活動を通したＰＲ 

高幡地区 

日野地区 

豊田地区 

平山地区 

観光ルートの活用と創出 

観光基盤の整備（日野らしい美しさを持つまちなみの整備） 

観光農業の推進 

日野ブランドの活用と創出 

産業観光の推進 

おもてなしの心を持った観光まちづくり 

市民・企業・行政の交流 

多様な媒体を活用した情報発信 

みんなが協力する観光まちづくり 

情報発信の整備促進 

地区別の特徴を生かした観光まちづくり 

施策の基本的方向 基本施策 

日
野
バ
イ
パ
ス
の
交
差
点
を

安
全
・
快
適
に
す
る
た
め
の

工
事
が
始
ま
り
ま
す

　

国
土
交
通
省
相
武
国
道
事
務
所
で

は
、
現
在
進
め
て
い
る
日
野
バ
イ
パ
ス

事
業
の
う
ち
、
多
摩
平
７
丁
目
〜
高
倉

町
西
交
差
点
間
に
つ
い
て
、
交
差
点
改

良
等
に
関
連
し
た
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
８
月
下
旬
〜
平
成　

年
３
月

１９

▽
問
合
せ
先
＝
国
土
交
通
省
相
武
国
道

事
務
所
（
�　

・　

・
２
０
０
６
）、
市

０４２

６４３

都
市
計
画
課

　
「
日
野
市
子
ど
も 
権  
利 

け
ん 
り 
条  
例 
」

じ
ょ
う 
れ
い

は
、
３
年 
余 
り
の
時
間
を
か
け
て

あ
ま

市
役
所 
庁  
内 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ち
ょ
う 
な
い

ー
ム
や
、 
参  
加 
を
し
た
い
と 
思 
っ

さ
ん 

か 

お
も

て 
集 
ま
っ
た

あ
つ

 
市  
民 
に
よ
る
お
と
な

し 

み
ん

 
会  
議 
、
こ
ど
も

か
い 

ぎ

 
会  
議 
で

か
い 

ぎ

 
検  
討 
を

け
ん 
と
う

 
重 かさ

ね
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年　

月

１７

１０

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
お
と

な 
会  
議 
に
よ
る

か
い 

ぎ

 
条  
例 

じ
ょ
う 
れ
い 
案 
（
市

あ
ん

の 
法 ほう

 
律 
） 
と

り
つ

 
各 かく 
条  
文 
の

じ
ょ
う 
ぶ
ん

 
解  
説 
が

か
い 
せ
つ

 
完  
成 

か
ん 
せ
い

し
ま
し
た
。

　

今
回
、 
皆 
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

み
な

い
た
だ
く 
素  
案 
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ

そ 
あ
ん

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
お
と
な 
会  
議 
が

か
い 
ぎ

作
成
し
た 
案 
を
も
と
に
作
成
し
た

あ
ん

も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
お 
寄 
せ
い
た
だ
い
た

よ

ご
意
見
を 
参  
考 
に
し
て
さ
ら
に

さ
ん 
こ
う

 
検 けん

 
討 
を
お
こ
な
い
、
最
終
的
な

と
う

 
条  
例 

じ
ょ
う 
れ
い

 
案 
を

あ
ん

 
市 し 
議  
会 
に

ぎ 

か
い

 
提  
出 
す
る
予
定
で

て
い 
し
ゅ
つ

す
。
ま
た
、
お 
寄 
せ
い
た
だ
い
た

よ

ご
意
見
な
ど
の 
内  
容 
は
、
そ
れ
ら

な
い 
よ
う

に
対
す
る
市
の
考
え
方
と 
併 
せ

あ
わ

て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

■
「
日
野
市
子
ど
も 
権  
利 

け
ん 
り 
条  
例 

じ
ょ
う 
れ
い

（ 
素 そ

 
案 
）」
の 
概  
要 

あ
ん 

が
い 
よ
う

●
日
野
市
に
お
け
る
子
ど
も
の 
権 けん

 
利 
に
関
す
る 
基  
本 

り 

き 

ほ
ん 
理  
念 
を
定
め
、

り 

ね
ん

市
及
び 
市  
民 
が
一
人
ひ
と
り
の
子

し 
み
ん

ど
も
の 
権  
利 
を

け
ん 
り

 
尊  
重 
し
、

そ
ん 
ち
ょ
う

 
保  
障 
を

ほ 

し
ょ
う

　

市
で
は
、
市
及
び 
市  
民 
が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

し 
み
ん

 
権  
利 
を

け
ん 
り

 
尊  
重 
し
、

そ
ん 
ち
ょ
う

 
保  
障 

ほ 
し
ょ
うを
進
め
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番 
良 
い
こ
と
を 
最
優
先 
に
考
え
る
ま

よ 

さ
い
ゆ
う
せ
ん

ち
を
つ
く
る
た
め
に
、「
日
野
市
子
ど
も 
権  
利 

け
ん 
り 
条  
例 
」
の

じ
ょ
う 
れ
い

 
制  
定 
に
向
け
て

せ
い 
て
い

の 
検  
討 
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

け
ん 
と
う

 
条  
例 

じ
ょ
う 
れ
い

の 
素  
案 
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

そ 

あ
ん

 
皆 
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

み
な

 
聴 
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

き

（
子
育
て 
課 
）

か

●
子
ど
も
が 
権  
利 

け
ん 
り 
侵  
害 
そ
の

し
ん 
が
い

 
他 
の

た

 
不  
利  
益 
を
受
け
た
場
合
に

ふ 

り 
え
き

 
安  
心 
し

あ
ん 
し
ん

て 
容  
易 
に

よ
う 
い

 
相  
談 
・

そ
う 
だ
ん
 
救  
済 
を
求
め
る

き
ゅ
う 
さ
い

こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
た
め
の

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の 
仕  
組 
み
づ

し 

く

く
り
を
す
す
め
ま
す

●
子
ど
も
の 
権  
利 

け
ん 
り 
保  
障 

ほ 

し
ょ
うに 
資 
す
る

し

 
施  
策 
の

し 

さ
く

 
推  
進 
、

す
い 
し
ん 
推  
進 
計
画
の

す
い 
し
ん

 
策 さく

 
定 
、

て
い 
推  
進 

す
い 
し
ん 
体  
制 
の

た
い 
せ
い

 
整  
備 

せ
い 
び

・
子
ど
も
に 
関 
す
る

か
ん

 
施  
策 

し 

さ
く

の 
推  
進 

す
い 
し
ん

に 
際 
し
、
子
ど
も
の

さ
い

 
権  
利 
の

け
ん 

り

 
保 ほ

 
障 
が

し
ょ
う

 
総  
合  
的 
か
つ
計
画
的
に

そ
う 
ご
う 
て
き

 
実  
施 

じ
っ 
し

さ
れ
る
よ
う
に
、 
推  
進 
計
画
を

す
い 
し
ん

 
策 さく

 
定 
し
ま
す
。

て
い・

子
ど
も
の 
権  
利 
を

け
ん 
り

 
保  
障 
す
る
た

ほ 

し
ょ
う

め
、 
公  
募 
の
市
民
を

こ
う 
ぼ

 
含 
む
「
日
野

ふ
く

市
子
ど
も
の 
権  
利 
委
員
会
」
を

け
ん 
り

 
設 せっ

 
置 
し
ま
す
。

ち■ 
素  
案 
の

そ 
あ
ん

 
内
容 
を
見
る
に
は

な
い
よ
う

　

市
役
所
２
階
子
育
て 
課 
、
市
立

か

保
育
園
、
児
童
館
、
学
童
ク
ラ
ブ
、

 
七  
生 

な
な 

お 
支  
所 
、

し 

し
ょ 
豊  
田  
駅 

と
よ 
だ 
え
き 
連  
絡  
所 
、
市

れ
ん 
ら
く 
し
ょ

内
各
図
書
館
で 
配 はい 
布 
し
ま
す
。
ま

ふ

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ご
意
見
を
お 
聴 
か
せ
く
だ
さ
い

き

　

こ
の 
素  
案 
に

そ 

あ
ん

 
対 
す
る
ご
意
見

た
い

は
、
９
月　

日
�
ま
で
に
、
住
所
、

３０

氏
名
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お 
寄 
せ
く
だ
さ
い
。
ま

よ

た
、
お
子
さ
ん
か
ら
の
意
見
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽ 
郵  
送 
＝
〒　

―
８
６
８
６
日
野

ゆ
う 
そ
う

１９１

市
役
所
子
育
て 
課 か

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝　

・
４
１
９
８

５８３

▽
Ｅ
メ
ー
ル
＝jidouf@

city.hi
no.lg.jp

す
す
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
幸

福
を 
実  
現 
す
る
こ
と
を
目
的
と

じ
つ 
げ
ん

し
、 
基  
本 

き 

ほ
ん 
理  
念 
や
市
や
お
と
な
、

り 

ね
ん

子
ど
も
等
の 
責  
務 
を
明
ら
か
に
し

せ
き 
む

て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
は
、
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
、 
人  
格 
や

じ
ん 
か
く

 
個  
性 
が

こ 

せ
い

 
尊  
重 
さ
れ

そ
ん 
ち
ょ
う

る
こ
と
を 
基  
本 

き 
ほ
ん 
理  
念 
と
し
ま
す
。

り 

ね
ん

・
市
は
、
子
ど
も
の 
権  
利 
を

け
ん 
り

 
尊  
重 

そ
ん 
ち
ょ
う

し
、
あ
ら
ゆ
る 
施  
策 
を
通
し
て
そ

し 
さ
く

の 
保  
障 
に

ほ 
し
ょ
う

 
努 
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

つ
と

せ
ん
。

・
お
と
な
は
、
子
ど
も
の 
権  
利 
に

け
ん 
り

つ
い
て 
理  
解 
を
深
め
、そ
の

り 

か
い

 
保  
障 

ほ 

し
ょ
う

に 
努 
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
と

・
子
ど
も
は
、 
発  
達 

は
っ 
た
つ 
状  
況 
に

じ
ょ
う 
き
ょ
う

 
応 おう

じ
て
、 
権  
利 
を
正
し
く

け
ん 
り

 
理  
解 
し
、

り 

か
い

 
基  
本  
的 
な
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る

き 

ほ
ん 
て
き

よ
う 
努 
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

つ
と

ん
。

●
子
ど
も
は
、「 
児  
童 

じ 
ど
う 
憲  
章 
」

け
ん 
し
ょ
う 
及 
び

お
よ

「 
児  
童 
の

じ 
ど
う

 
権  
利 
に

け
ん 
り

 
関 
す
る

か
ん

 
条  
約 
」

じ
ょ
う 
や
く

の 
理  
念 
に

り 
ね
ん

 
基 
づ
く
す
べ
て
の

も
と

 
権  
利 

け
ん 
り

が 
保  
障 
さ
れ
る
こ
と
が

ほ 
し
ょ
う

 
書 
か
れ
て

か

い
ま
す
。 
具  
体  
的 
に
は
、

ぐ 
た
い 
て
き

 
次 
の
子

つ
ぎ

ど
も
の 
権  
利 
が

け
ん 
り

 
保  
障 
さ
れ
る
こ
と

ほ 

し
ょ
う

が 
条  
文 
に

じ
ょ
う 
ぶ
ん

 
書 
か
れ
て
い
ま
す
。

か

・ 
生 
き
る

い

 
権  
利 

け
ん 
り

・ 
育 
つ

そ
だ

 
権  
利 

け
ん 
り

・ 
守 
り
、

ま
も

 
守 
ら
れ
る

ま
も

 
権  
利 

け
ん 
り

・ 
参  
加 
す
る

さ
ん 
か

 
権  
利 

け
ん 
り

バババババババババババ
ススススススススススス
停停停停停停停停停停停
周周周周周周周周周周周
辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺
ののののののののののの
美美美美美美美美美美美
化化化化化化化化化化化
ににににににににににに
ごごごごごごごごごごご
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力力力力力力力力力力力
ををををををををををを
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（図１）

（図２）

※立川方面から八王子市街に向かう場
合、一度右折することになります

日野市観光基本計画ができました日野市観光基本計画ができました
～日野らしさを生かした観光まちづくり～～日野らしさを生かした観光まちづくり～

高倉町西交差点の変更

右折レーン（ポケット）の設置

�

�

　高幡不動尊などの古い寺社や新選組
関連の史跡・施設、多摩動物公園、多
摩テック、百草園などのレクリエーシ

ョン施設、多摩川・浅川、多摩丘陵など
緑豊かな自然など、豊富な観光資源を
活用した観光まちづくりを進めます。

至
八
王
子
市
街

至多摩平

至
八
王
子
市
街

至多摩平

甲州街道

日野バイパス

至
立
川

日野バイパス

至
立
川

甲州街道

●�

　第����号��平成��年（����年）�月��日

次の世代に“美しいふるさと”を渡そう

（広告）
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情
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掲
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板
広
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ひ
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放
送
中

日
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

●�

第����号��平成��年（����年）�月��日　

（広告）


